
提

出

者
木

島

日

出

夫

小

沢

和

秋

平
成
十
四
年
三
月
二
十
六
日
提
出

質

問

第

五

三

号

国
立
病
院
・
療
養
所
に
お
け
る
看
護
師
配
置
に
関
す
る
質
問
主
意
書

53



国
立
病
院
・
療
養
所
に
お
け
る
看
護
師
配
置
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
立
病
院
・
療
養
所
は
、
高
度
先
進
医
療
や
急
性
期
医
療
に
加
え
て
、
神
経
・
筋
疾
患
や
重
症
心
身
障
害
な
ど
全
面
介
助
や

人
工
呼
吸
器
が
必
要
な
長
期
重
症
患
者
の
医
療
を
担
い
、
国
民
医
療
に
対
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
国
立
病
院
・
療
養
所
の
一
〇
〇
床
当
た
り
の
看
護
師
配
置
は
、
他
の
公
的
病
院
（
大
学
病
院
、
自
治
体
病
院
、

日
赤
病
院
な
ど
）
に
比
べ
て
少
な
い
。
三
人
以
上
の
夜
間
看
護
体
制
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
な
か
で
、
大
半
が
二
人
夜
勤
で
あ

り
、
三
人
以
上
の
夜
勤
は
全
体
の
約
二
割
に
す
ぎ
な
い
。
二
人
夜
勤
で
は
一
人
の
患
者
が
急
変
す
れ
ば
、
一
人
の
看
護
師
で
残

り
の
数
一
〇
人
の
患
者
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
患
者
の
安
全
に
重
大
な
事
態
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
看
護
師
配

置
は
早
急
に
改
善
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
夜
勤
は
「
複
数
月
八
日
以
内
」
と
い
う
人
事
院
夜
勤
判
定
が
出
さ
れ
て
す
で
に
三
六
年
以
上
経
つ
が
、
い
ま
だ
に

九
日
以
上
の
夜
勤
が
多
く
、
一
〇
日
を
超
え
る
夜
勤
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
病
棟
も
少
な
く
な
い
。
「
看
護
職
員
の
需
要
に

関
す
る
検
討
会
」
報
告
書
（
厚
生
労
働
省
）
で
は
、
離
職
防
止
の
観
点
か
ら
も
、
「
産
前
・
産
後
休
業
、
育
児
休
業
の
全
員
取

得
、
年
次
有
給
休
暇
、
介
護
休
暇
等
に
必
要
な
需
要
を
見
込
む
」
と
し
て
い
る
。
家
庭
と
両
立
し
て
働
き
つ
づ
け
ら
れ
る
労
働

条
件
の
整
備
と
い
う
点
か
ら
も
、
す
べ
て
の
看
護
師
の
「
月
八
日
以
内
」
夜
勤
を
早
急
に
達
成
す
べ
き
で
あ
る
。

一



国
立
病
院
・
療
養
所
の
看
護
師
配
置
の
現
状
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
は
「
自
治
体
病
院
や
赤
十
字
な
ど
の
病
院
に
比
較
し

て
少
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
」
（
二
〇
〇
一
年
一
二
月
五
日
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
、
大
臣
答
弁
）
と
の
認
識
を
示
し
、

改
善
に
向
け
最
大
限
努
力
す
る
旨
の
答
弁
を
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
国
立
病
院
・
療
養
所
の
看
護
師
配
置
の
改
善
に
関
す
る
具
体
的
対
策
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

看
護
師
配
置
に
つ
い
て

�

国
立
病
院
・
療
養
所
で
は
、
医
療
の
複
雑
・
高
度
化
、
入
院
日
数
の
短
縮
が
進
む
な
か
、
看
護
助
手
も
削
減
さ
れ
て
、

看
護
師
の
業
務
は
非
常
に
過
密
に
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
、
国
立
病
院
・
療
養
所
の
看
護
師
増
員
の
緊
急
の
必
要
性
を
認

識
し
て
い
る
か
。

�

厚
生
労
働
省
は
、
国
立
病
院
・
療
養
所
の
再
編
成
の
推
進
や
病
棟
集
約
に
よ
る
定
数
の
再
配
置
で
増
員
効
果
を
あ
げ
る

と
し
て
い
る
が
、
定
数
削
減
が
大
き
く
、
再
配
置
に
よ
る
機
能
強
化
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
。
定
数
削
減
を
差
し
引

い
た
、
実
質
的
な
看
護
師
配
置
の
改
善
に
つ
い
て
、
各
年
度
ご
と
の
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
統
合
新
病
院

で
さ
え
大
半
が
二
人
夜
勤
体
制
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
機
能
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
か
。

�

疾
病
構
造
の
変
化
や
社
会
の
要
請
に
こ
た
え
て
、
療
養
所
に
お
い
て
も
病
院
と
同
様
に
外
来
診
療
な
ど
を
行
っ
て
い
る

二



施
設
が
多
い
。
し
か
し
、
療
養
所
の
外
来
・
手
術
室
に
看
護
師
定
数
が
な
く
、
応
援
勤
務
で
対
応
し
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
こ
れ
で
よ
い
と
考
え
て
い
る
か
。
外
来
・
手
術
室
に
も
看
護
師
定
数
を
確
保
す
べ
き
で
な
い
か
。

�

少
な
く
と
も
他
の
公
的
病
院
並
に
看
護
師
配
置
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
、
特
別
の
措
置
を
と
り
、
計
画
的
に
看
護
師
を

増
員
す
べ
き
で
な
い
か
。

二

夜
勤
体
制
に
つ
い
て

�

夜
間
看
護
体
制
に
つ
い
て
、
国
立
病
院
・
療
養
所
と
他
の
公
的
病
院
を
比
較
し
、
そ
の
違
い
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

国
立
病
院
・
療
養
所
の
夜
勤
体
制
を
少
な
く
と
も
他
の
公
的
病
院
並
に
三
人
以
上
に
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

�

現
在
二
人
以
下
で
夜
勤
を
し
て
い
る
病
棟
を
す
べ
て
三
人
に
改
善
し
た
場
合
、
「
月
八
日
以
内
」
夜
勤
と
し
て
、
何
名

の
看
護
師
増
員
が
必
要
に
な
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

全
面
介
助
や
人
工
呼
吸
器
の
必
要
な
患
者
が
多
数
入
っ
て
い
る
病
棟
や
、
急
変
や
夜
間
の
緊
急
入
院
が
多
い
急
性
期
の

病
棟
で
も
、
多
く
の
場
合
二
人
夜
勤
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
病
棟
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
措
置
を
と
り
、
早
急
に
夜

勤
体
制
を
三
人
以
上
に
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

三



�

厚
生
労
働
省
は
、
「
看
護
の
必
要
度
の
高
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
二
人
夜
勤
を
超
え
て
三
人
夜
勤
も
目
指
し
て
い

く
」
（
二
〇
〇
一
年
一
二
月
五
日
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
、
国
立
病
院
部
長
答
弁
）
と
答
弁
し
て
い
る
。
夜
勤
体
制
強

化
の
具
体
的
な
改
善
計
画
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

人
工
呼
吸
器
使
用
病
棟
に
つ
い
て

�

国
立
病
院
・
療
養
所
に
お
い
て
、
人
工
呼
吸
器
に
関
す
る
重
大
な
事
故
が
相
次
い
で
い
る
。
人
工
呼
吸
器
使
用
病
棟
に

お
け
る
看
護
師
の
配
置
、
夜
勤
体
制
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
改
善
策
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
計
画
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

人
工
呼
吸
器
の
管
理
は
多
く
の
場
合
看
護
師
任
せ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
重
大
事
故
の
背
景
に
あ
る
。
臨
床
工
学
技

士
の
増
員
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
現
在
の
配
置
状
況
と
今
後
の
配
置
計
画
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

国
立
病
院
・
療
養
所
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
人
工
呼
吸
器
の
購
入
年
次
別
、
機
種
別
台
数
及
び
更
新
状
況
と
今
後
の
更

新
計
画
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
病
棟
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
病
棟
に
つ
い
て

�

国
立
病
院
・
療
養
所
に
お
け
る
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
病
棟
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
病
棟
に
つ
い
て
、
一
九
七
四
年

四



の
厚
生
省
の
配
置
基
準
で
は
、
一
病
床
当
た
り
看
護
師
は
二
一
人
（
婦
長
を
含
ま
ず
）
配
置
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の

配
置
状
況
は
ど
う
か
。

�

こ
の
配
置
基
準
は
現
在
達
成
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
今
後
、
配
置
基
準
に
満
た
な
い

病
棟
の
改
善
は
、
ど
う
す
す
め
る
の
か
。

�

こ
れ
ら
病
棟
の
看
護
師
配
置
基
準
は
、
三
人
夜
勤
（
夜
勤
稼
働
人
員
は
最
低
二
四
人
必
要
）
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
改

善
す
べ
き
で
な
い
か
。

�

人
員
不
足
の
た
め
に
、
か
け
も
ち
で
食
事
介
助
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
ゆ
き
と
ど
い
た
看
護
が
で
き
な
い
状
態
を

改
善
す
べ
き
で
な
い
か
。
対
策
を
示
さ
れ
た
い
。

五

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

�

厚
生
労
働
省
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
を
「
高
度
先
進
医
療
の
実
施
、
臨
床
研
究
、
教
育
研
修
、
情
報
発
信
の
全
国

の
中
心
機
関
」
と
位
置
付
け
て
い
る
が
、
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
さ
え
他
の
公
的
病
院
と
比
較
し
て
看
護
師
の
配

置
が
少
な
い
。
深
夜
・
準
夜
と
も
三
人
以
上
夜
勤
の
比
率
は
約
二
五
％
し
か
な
い
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機

能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
早
急
に
看
護
師
配
置
を
改
善
す
べ
き
で
な
い
か
。

五



�

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
月
九
日
以
上
の
夜
勤
従
事
者
が
約
四
割
に
の
ぼ
り
、
非
常
に
過
酷
な
勤
務
実
態
と
な
っ
て

い
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
夜
勤
改
善
の
具
体
的
な
計
画
を
示
さ
れ
た
い
。

六

「
複
数
月
八
日
以
内
」
夜
勤
の
実
現
に
つ
い
て

�

厚
生
労
働
省
は
、
毎
年
一
〇
月
に
国
立
病
院
・
療
養
所
の
夜
勤
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
国
立
水
戸

病
院
、
国
立
栃
木
病
院
、
国
立
埼
玉
病
院
、
国
立
横
浜
病
院
に
お
け
る
病
棟
毎
の
夜
勤
実
態
（
九
日
以
上
夜
勤
者
の
割
合

を
含
む
）
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

夜
勤
は
「
複
数
月
八
日
以
内
」
と
す
る
人
事
院
夜
勤
判
定
が
出
て
か
ら
三
六
年
以
上
も
経
過
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に

「
複
数
月
八
日
以
内
」
夜
勤
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
よ
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

�

厚
生
労
働
省
は
、
労
働
条
件
の
改
善
の
立
場
か
ら
も
、
「
複
数
月
八
日
以
内
」
夜
勤
の
実
現
に
つ
い
て
「
最
大
限
の
努

力
を
し
た
い
」
（
二
〇
〇
一
年
一
二
月
五
日
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
、
大
臣
答
弁
）
と
答
弁
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
看

護
師
の
「
複
数
月
八
日
以
内
」
夜
勤
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
改
善
計
画
を
示
さ
れ
た
い
。

�

年
度
途
中
の
退
職
者
の
補
充
が
速
や
か
に
行
わ
れ
な
い
な
ど
の
実
態
が
あ
る
。
年
度
を
通
し
て
、
必
要
な
夜
勤
稼
動
人

員
を
確
保
す
る
に
足
る
予
備
人
員
を
年
度
当
初
に
確
保
す
べ
き
で
な
い
か
。

六



�

国
立
病
院
・
療
養
所
に
は
四
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
賃
金
職
員
看
護
師
が
い
る
。
こ
の
賃
金
職
員
は
、
日
々
雇
用
の
非
常

勤
職
員
と
い
う
不
安
定
身
分
の
ま
ま
、
夜
動
を
含
め
て
定
員
職
員
と
同
じ
勤
務
を
行
っ
て
い
る
。
「
複
数
月
八
日
以
内
」

夜
勤
の
実
現
に
必
要
な
人
員
は
、
す
べ
て
定
員
職
員
と
し
て
確
保
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�

賃
金
職
員
看
護
師
へ
の
育
児
休
業
の
適
用
に
つ
い
て
、
総
務
省
は
「
常
勤
的
な
勤
務
を
し
て
い
る
日
々
雇
用
の
職
員

は
、
仕
組
み
と
し
て
い
な
い
。
本
来
そ
う
い
う
人
は
常
勤
職
員
を
入
れ
れ
ば
よ
い
」
（
二
〇
〇
一
年
一
一
月
二
九
日
参
議

院
総
務
委
員
会
、
総
務
大
臣
答
弁
）
旨
の
答
弁
を
し
て
い
る
。
現
に
、
定
員
職
員
と
同
じ
勤
務
を
行
っ
て
い
る
賃
金
職
員

は
、
こ
の
際
定
員
職
員
化
す
べ
き
で
な
い
か
。
少
な
く
と
も
、
育
児
休
業
・
介
護
休
暇
の
適
用
を
行
う
べ
き
で
な
い
か
。

七

妊
産
婦
の
夜
勤
免
除
、
産
前
・
産
後
休
暇
、
育
児
休
業
に
つ
い
て

�

国
立
病
院
・
療
養
所
に
お
け
る
妊
産
婦
の
夜
勤
免
除
に
つ
い
て
、
妊
娠
・
出
産
し
た
看
護
師
数
、
実
際
に
夜
勤
免
除
さ

れ
た
看
護
師
数
、
夜
勤
代
替
要
員
と
し
て
確
保
し
た
看
護
師
数
に
つ
い
て
、
実
態
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

産
前
・
産
後
休
暇
及
び
育
児
休
業
取
得
者
の
代
替
要
員
の
確
保
状
況
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

実
際
に
は
、
代
替
要
員
が
確
保
さ
れ
ず
、
九
日
以
上
の
夜
勤
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
職
場
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
改

善
策
を
示
さ
れ
た
い
。

七



�

二
〇
〇
二
年
四
月
か
ら
育
児
休
業
が
三
年
に
延
長
さ
れ
る
。
実
効
あ
る
代
替
要
員
の
確
保
策
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

八


